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回覧 

 

まちづくり委員会主催で防災研修会を開催！ 

   福山市の南海トラフ地震への備えを学びました！ 

 

 

１０月２２日（火）まちづくり委員会主催で、福山市役所（総務局総務部危機管理防

災課）に出前講座を依頼し「南海トラフ地震への備え」について研修会を開催しまし

た。まず、南海トラフ地震のメカニズムについて説明を受けました。上の写真は、地球

の震源の位置を示していて、矢印の処が日本海溝で如何に地震大国であるか一目瞭然

です。（資料として以下に写真を掲載）地震の分類では、海溝型は、海底の深い場所で、

強大なプレートが跳ね上がることによって、海水が大きく揺れ津波の発生になる。短い

周期で発生する。内陸型は、地下の浅い所に震源があるので揺れが激しく、活動間隔が

１０００年から１０万年と長く、予想が困難。南海トラフ地震による福山市の被害想定

は、マグニチュード９．１、震度６強、揺れ約４分間、津波の最大波３，３メートルの

到達まで、４時間３０分。福山市では、巨大地震の震源は遠くても、大きな揺れや津波

が伝わる。安全な都市基盤になる「高台（段丘）」が存在しない。軟弱かつ津波に弱い

低地に都市機能が集中。市民が地震災害をほとんど経験していない。「福山は大丈夫」

と過信して避難が遅れる。ハザードマップによると、福山駅以北に逃げる必要がありま

す。高齢者や障がい者の避難が困難な場合、近くの高い丘や山に避難することも考えて

おく必要があります。地震に備える４つのポイント①地域の災害リスクを福山市の津

波ハザードマップで確認しておく。➁避難場所を確認しておく。➂家族と連絡方法や集

合場所を確認しておく。④地震が起きたらどう行動するか、家族で共有しておく。福山

市として、避難所の整備や物品保管、地域の企業と防災連携協定を結ぶ、地域防災研修

会に取組んでいます。福山医療生協としても、検討していきます。 



 

  

 

 
 

 

 

 



 

  

 

 

 
 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 


